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東京大学医学教育セミナー

医療面接の評価法：

医療コミュニケーション研究からの示唆

医師のコミュニケーション能力に対する社会的な関心が高まる中、
多くの医学部で医療面接に関する講義や実習 実技試験が行われるように

石川 ひろの 先生
東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻
医療コミュニケーション学分野 准教授

多くの医学部で医療面接に関する講義や実習、実技試験が行われるように
なってきた。診療場面におけるコミュニケーションは、患者の健康状態や
健康行動、医療訴訟の企図など様々なアウトカムに影響を与えることが知
られている。コミュニケーションという客観的・数量的に把握しにくい事
象をどのように評価し、分析するのか。医療面接教育の根拠を作ってきた
これらの研究で用いられてきた代表的な評価・分析方法を紹介し、臨床お
よび教育への示唆を考える。

2012年2月29日（水）18：00～19：30

問い合せ先

東京大学医学教育国際協力研究センター

担当：大西・三浦
TEL：03-5841-3583 / E-mail： ircme-lec@m.u-tokyo.ac.jp
URL: www.ircme.u-tokyo.ac.jp

※配布資料準備の都合上、出席をご希望の方は事前にご連絡をお願いいたします。

ただし、当日受付も歓迎いたします。
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